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yetに つ い て の 一 考 察

yet,already,sti11,anymore,と 「ま だ 」 と 「も う」

吉 村 あ き 子

0.序

yetと い う語 は,し ば しばalreadyと 対 応 させ て論 じられ る。

(1) a. He has gone already. 

     b. He hasn't gone yet. 

    c. Has he gone  yet  ?

(1)に 見 られ るよ うに,相 補 的 な環境 に,同 じよ うな意味 で,用 いられ

るか らであ る。 ところが,yetの 現 れ る現 象 を調べ てみ る と事 はそ う単純

ではな さそ うであ る。 さ らに,(2a,b)に 示 され る ように,英 語 のalready

とyetは,日 本語の 「まだ」 と 「もう」に1対1対 応 しない。

(2)a.Haveyoualreadyseenhim?(もi彼 に 会 い ま し た か)

b.Haveyouseenhimyet?(も う 彼 に 会 い ま し た か)

本論 では,否 定 の環 境 によ く現 れ る と言 われ るyetに 焦 点 をあて,そ の

意 味 と機能 を考察 したい 。まず第1節 では,こ れ まで成 されて いる研 究 を

概観 し,alreadyとyetが 補 充セ ッ トを成す とい うTraugott&Water-

house(1969)の 議 論 に疑 問 を投げかけ,そ の不備 を示 す。 第2節 では,こ

れ らの 出現 はGriceの い う言語慣習的含意 に よってで なけ れば,説 明がつ

か ないこ とを示 す。 第3節 では,already,yetにstil1,anymoreを 考 察 の:

対 象 に加 え,日 本語 の 「まだ」 と 「もう」 との関係 を調べ たい。

1.補 充 セ ッ ト と し て の 分 析

Traugott&Waterhouse(以 下T&W)(1969)で は,Klima(1964)が

some→any,sometimes→everetc.と い う セ ッ ト を 考 え て い る の と 同 じ
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く,(3)(4)に 見 られ るよ うに,alreadyとyetは1つ の補 充セ ッ ト(元

は同 じで環境 に応 じて2つ の表現形 を持 つ もの)を 成 してい るとしている。

 

(  3  ) a. He has gone already. 

    b.  *  He has gone yet.  

(  4  ) a. ? He hasn't gone already. 

     b. He hasn't gone yet.

学 校文法 によ ると,alreadyは 肯 定文 と 「意外,驚 き」.を表す 疑問文 で用

い られ,他 方yetは 否 定文 と一般 疑問文 に用 い られ るとある。即 ち(3)

(4)(5)の よ うなalreadyとyetの 分 布 が知 られてい る。

 

(  5  ) a. Has he gone  already  ? 

    b. Has he gone  yet  ?

T&Wに ょれば,「alreadyはQ〔=疑 問文 標識〕 と同 じレベ ルの 節の構

成 要素で あるな らば,yetに な る 」」とい う。従 って上 の(5)に つ いてい え

ば,(5a)はHehasgonealready.と い う文 全体 の真偽 を問 うてい るの で

あ って,次 の(5'a)の よ うな意味構 造 を立て る ことが で きる。

(5') a.  [Q It is the case [he has gone  already]  ]

異なるレベル

つ まりalreadyを 持 つ(5a)は 「彼が も う行 って しま・った とい うの は,本

当か」 というこ:とで,1Qとalreadyが 異 な るレベ ルで あるため,こ のal-

readyはyetに な らない。これに対 して,yetを 持 つ(5b)は 「既 済性」

(alreadiness)に つ いて問 うて い るので あ? .て・ 塗の(5'b)の よ うな意 味構

造 を立て るこ とが で きる。

(5') b. [Q It is already the case [he has  gone]  ] 

  1 

同じレベル
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この場 合 は,qとalreadyが 同 じ・レベ ルにあ るためyetに か わる。 次の例

も同 じよ うに して説明す る ことが で きる。1

(6)も う彼が行 って しまっ た(と い う)こ とを知 ってい ますか 。

.

..r

異 なる レベ ル

Qとalreadyが 同 じレベ ルの節 内にないか ら,alreadyはyetに 変 わ らず

(6b)は 非 文 とな り,(6a)が 正 しい文 とな 筍。:.

否 定文 につ いて も同 じように扱 われ,Qの 代 わり.N耳G(± 否 定文標 識)

が 用い られ る。

層 ・'1幽'h'

(7a)はnotとalreadyの ど ち らが 広 い 作 用 域 を と る か で,二 つ の 解 釈 が

可 能 に な る 。., .,...、 … 、、.,…

(7')a.i)[NEGItisthecase[helovesheralready]]

a. Do you know that he has gone  already  ? 

b.  *  Do you know that he has gone  yet  ?

(6')  [Q You know  [he has gone  already]  ]

 

(  7  ) a. He doesn't love her already. 

     b. He doesn't love her yet.

・(彼 が既 に彼女 を愛 してい る という のは本当 では ない)

ii)[ltisalreadythecase[NEGhelovesher]]

11

(鞘 微 鱗 しひ ないのは既ご本当鱗 る)

(7')b.[NEGItisalreadythecase[helovesher]]
11

(彼が彼タ を栄してレ〕や というのはもう夲当ではない)

(7'a)で は どちらの読 みに して もNEGとalreadyが 異 な るレベ ルの節 にあ

るのでyetに は変 わ らずalreadyが そ の まま現れ る。 それに対 して(7'b)
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で はNEGとalreadyが 同 じレベルの節 にあ るの でyetに な る。

以上の よ うな分析 は,表 層 には現 れない階層 的な意味構造 を仮 定 レ,Q

やNEGの 力 の及 ぼす 範囲 によって説明 しよ うとした ところは評 価 できる

が,な ぜQやNEGがalreadyをyetに 変 えるのか とい う本質 的な問題 に

答 えていな いし,次 の様 な例 の説 明がで きない。

 

(  8  ) I can see him yet. (Quirk et al. 1985)  

(  9  ) There's plenty of time yet.  (  ibid.)

alreadyをyetに 換 え るQもNEGも な いのにyetが 現 れてい るか らであ

る。 ここで もっ と注意 を払わなければ な らない のは,already,yetの もつ

語 自体の意 味で ある。

2.言 語慣 習的含 意に よる分析

Bolinger(1977)に よ れば,yetに は,問 題 となってい る時点 に先 だって,

あ る状涜が 消 えて,そ れ と正反対 の状 況が生 じてい るとい う期待が含 まれ

て いる と言 う。例 えば,

(10)Theyaren'thereyet.(彼 等 は まだ ここに着 いてい ない)

といえば その含意 は,彼 等が ここに いない とい う状態が,い まは も う,彼

等が ここにいる とい う,ま さに正 反対 の状 態に変 わつていて欲 しい とい っ

期待 が事前 にあ った,と い うもの であ る。

(11)'He'shereyet.(彼 は まだ ここにい る)

といえばその含意 は,彼 が ここにい るとい う状 態が,い まは もう彼が ここ

にいない とい う,ま さ に正反対 の状態 になっていれば よい とい う期 待が事

前 にあ った,と い うものであ る。 ㌧

alreadyの 場 合 に期 待 とい うの は何か とい う と,基 準 とな る時点 におい

て真 である状 況が,そ れ よ り後の時 点にお いて,実 際に真にな っているは
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ず だ,と い う こ と で あ る 。

(12)He'sherealready.(彼 は 既 に こ こ に 来 て い る)

これは,こ の断 言が後の時 点にな って実現す るとい う期待 があ ったのに,

そ れが もう現時 点で実現 してい る,と い うのであ る。

これ を太 田(1980)に 従 うと次の様 になる。今 その文 の一 次時制の 表す 時

をt。 とし,tOよ り前の時tiをti<t。 と し,t。 よ り後の時tiをti>tOと

表 し,あ る事象 をSで 示す と,こ の こ とは次 の ように表示 で きる。

(13)a.already

予 想:ヨti>to(ti(S))

断 定:to(S)

b.yet

予 想:ヨti<to(ti(S))

断 定:to(～S)

この様に語 自体の意味か らみ ると,先 にあげた(8)(9)の 説明ができる。

便宜上繰 り返す。

(14)Icanseehimyet.(ま だ 彼 に会 うこ とが で きる)

予 想:S(彼 に 会 うこ とが できない)と い う事態 がt・(こ の文

では現在)よ りも前 に既 に実 現 して いるだ ろ う

断定:～S(現 在 彼に会 うこ とがで きる)

と表す事ができる。彼に会 うことができないとい う事態が現在既に実現し

ているはずだと予想していたところ,ま だ実現 していない と断定す ること

なのである。

(15)There'splentyoftimeyet.(ま だ 十分時 間が あ る)

予 想:t。 に お いて時間が十分 にない状態 にな っているだ ろ う

断定:現 在時 間が十分 にある

とい うように説 明で きる。
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alreadyとyetを 補 充セ ッ トとす るT&W(1969)は,alreadyとyet

の ほ んの一 面 を扱 った ものに過 ぎない。この二 語はむ しろ,そ れ 自体の 意

味に基づ いて肯定 とも否定 とも結 び付 くので あ って,そ れはその固有 の意

味が肯定 で も否定 で もないか らである。このalready,yetの 固 有の意味 と

した もの は,ま さにGriceの い う言語慣 習的含 意 である。 この慣習的含 意

に よってalreadyとyetの 出現 は説明 され うる と言 え るだ ろう。逆 に言 え

ば,こ の慣 習的含意 に よってでなければ,こ の二語 の出現 す る現象 と意 味

を的確 に捕 らえ られ ない。肯 定文 にはalready,疑 問文,否 定文 にはyetと

い う単純 な図式 では到底 説明の付 か ない現 象な のであ る。

3.「 まだ」 と 「もう」 との関係

さて,こ の節 では 日本語の 「まだ」 と 「も う」 との対応 関係 を考 えてみ

る。

(16)a.Ihavefinishedtheworkalready.

(私 は もうその仕事 を終 え ました)

b.Haveyoufinishedtheworkyet?

(貴 方 は もうその仕事 を終 えましたか)

(16a)のalreadyを 日本語 にす るとすれば 「も う」 にな るだ ろ うし,(16b)

のyetも 日本語 にす る とすれば 「もう」にな る。 また逆 に

(17)ま だ 時 間 は 十 分 あ る 。

a.There'splentyoftimeyet.(Quirketal.1985)

b.There'sstillplentyoftime.(ibid.)

(17)に 示 したよ うに,厂 まだ時間 は十分 あ る」 に対 応す る英文 は(17a)の

yet,(17b)のstillを 持 つ二文 が対応す る。 日本語 の 「まだ」 と 「もう」は,

英 語のyetとalreadyさ ら には,stillとanymoreと どの ような関係 にな

って いるのか考察 してみ よ う。

ここで,便 宜 上時制 を現 在 に限定 して考 える こ とにす る(t。=現 在)。
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alreadyとyetは(13)の よ う に 表 示 で き た 。 そ の 表 示 方 法 をL.Horn(1970)

に よ るstillとanymoreの 意 味 に 適 用 す る と,

(18)a.still
.

前 提:'ヨti<t。(ti(S))

断 定:to(S)

b.anymore

前 提:ヨtiくtρ(t;(S))

断 定:tq(～S) .

と な る 。(13)と(18)に お い てyetとanymoreの 違 い は,前 者 が 予 想 と し

て い る こ と を 後 者 は 前 提 と し て い る と い う こ と だ け で あ る 。

今 度 は 「ま だ 」 と 「も う 」 に 注 目 す る と,

(19)a.Wecanseehimyet.(まt彼 に 会 う こ と が で き る)

b.Wecannotseehimyet,(ま だ 彼 に 会 う こ と が で き な い)

c.Wecannotseehimalready.

(㍉ う彼た会 うこ とはで きない)

d.Wecanseehimalready.(も う彼に会 うご とがで きる)

Wecanseehim.をSと し,時 間 関係 を線で示 し,0内 は予想,そ れ
　 の

以外はt時 における実際の状況 とす ると,(19)慮 次の様 に表示で着る。

(20) a.  (—S) 

 S

I 
 t  to

c.  (—S) 

  S S 

 

I I. 
   ti  to

b. (S) 
 -S  S

 

I I
 t  to

 d. (S) 
 S S

 

I I
 t  to
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stillとanymoreに つ い て も 同 じ よ 、う に し て み る と,(21)a-dは(22)

a-dと 表 示 で き る 。

(21)　 a.We　 can　still　see　him.(ま だ 彼 に会 う
、こ と.がで きる)　　　　

b.We　 still　cannot　 see　him.(ま だ 彼 に会 うこ とが で きない)

　　　　 c.We　 cannot　 see　him　 any　 more.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(も う彼 に会 うこ とが できない)

〈方)d・We　 can　see　him　 any　more.(も う彼 に会 うことが で きる)

 (22)  a. S S c. S  —S   

I I  H •I 
       ti to  •  . ti  to' ' 

  b.  —S  T—S d.  —S  S    

I I .I  .  I. 
    ti to ti to

(21d)は 方 言で,(22d)を 表 す適 当な表現 が標準英語 にはないわけ であ る。

この方 言で は,stillは 前 提 と断定 の極が 同亠 で,anymoreは その極 が逆

になる とい うよ うに,anymoreの 役 割 が再 編成 され てい るとい うこ とに

な るわけな のだが,一 応 ここに挙 げてお くO

さて,「 まだ」 を持 つa,b,.に つ いてみて み よう。・(19a)と,(21a)を 比 べ

てみる と,両 方 とも(ま だ彼 に会 うこ とがで きる)と い う 日本語 に対 応す

るが,そ れ ぞれ が持つ含 意にお いて異な ってい る。(20a).と ・(22a)を見 ると

それが よ く分か る。yetの あ る(19a)で は(20a)に 示 されて いる ように

tiとtoに お け る実 際の状況 は ともにSで 変化 していな い。 それ はstillの あ

る(21a)の 表 示(22a)に 於 て も同 じであ る。 異な るのは,yetの あ る、(20a)

に はtiに お いて(～S)と い う予 想があ ったこ とであ る。

(19b).と(21b)に っ いて も同 じこ とが言 える。両方 とも,(ま だ彼 に会 うこ

とがで きない)と い う日本語 に対応す るが,yetを もつ(19b)の 表 示(20b)

はtiに お いて(S)と い う予 想が あった とい う点に おいてのみstil1を もつ
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(21b)の 表 示(22b)と 異 なる。要 す るに この 四つ の文が示 してい るこ とは,

日本語 の 「まだ」 はtiとtoの 状 況 が変 化 していなけれ ば,そ れ と反対 の

「予想」 があ って もな くて も用 い られ る
,と い うこ とであ る。

次 に,「 もう」 を持つc,d,に つ いて見 てみ よラ。(19c)と(21c)を 比 べて

み る と,両 方 とも(も う彼 に会 うこ とが で きな い)と い う日本語 に対 応す

るが,そ れ ぞれが持 つ含意 において 異なってい る。(20c)と(22c)を 見 る と

それが よ く分か る。alreadyの あ る(19c)で は(20c)に 示 され ている よ うに

tiか らtoに お け る実際 の状 況はSか ら～Sへ 変化 してお り,そ れ はany

moreの あ る(21c)の 表 示(22c)に お いて も同 じであ る。 異な るのはalready

の あ る(20c)に はtiに お いて(-S)と い う予想 があ ったこ とであ る。

(19d)と(21d)に つ いて も同 じこ とが言え る。両方 とも(も う彼に会 うこ

とが できる)と い う日本語 に対応す るが,alreadyを 持 っ(19d)の 表 示(20d)

はtiに お いて(S)と い う予 想が あ った とい う点にお いてのみanymoreを

持 つ(21d)の 表 示(22d)と 異 な る。要す るに この四つの文が示 して いるこ

とは,日 本語 の 「もう」はtiか らt。へ状況が変化(S→ ～Sあ るいは 一S

→S)し て いれば,tiに お いて その状 況 と反対 の 「予想」 あって もな くて

も用 いられ る,と い うこ とである。

以上 のこ とをま とめ る と,英 語 では 「予想」 を慣 習的含 意 として持 つ,

yetとalreadyは,そ れ を持 たないstillとanymoreと,語 彙的に 区別 さ

れるが,日 本語 では その よ うな含意 を持つ か持 たないかに よって語彙 的 に

区別 され るこ とはな ぐ,現 実 の状態がS(～S)→S(～S)で あ れば「ま

だ」が,S(-S)→-S(S)で あれ ば 「もう」 が用 い られ るの だ と言

えるだ ろう。英語 では 「予 想」の有 る無 しが言語化 され るのであ る。

肯定文 と否 定文 の比較 か ら導 き出 され たこれ らの結論 は,疑 問文 におい

て もうま く説明 される。疑問文 は,断 定 ではない とい う点において肯定 文,

否 定文 と根 本的 に異な る。疑 問は,疑 問 に答え るこ とが(論 理 的に)可 能

な場合 にのみ適切 であ り,(適 切 性 の必要 条件),話 者(疑 問 を発す る人)

は,少 な くとも聴者(答 え る人)が 自分 よ り問題 にな って いる事柄 につ い



吉 村 あき子 25

て,良 く知 って いる と思 ってい るこ と(十 分条件)が 必要 である。 また,

否 定 に関連 す る疑 問文特 有の現象 は,い わゆ る 「片寄 り」(bias)と い うこ

とで,「 片寄 り」 とは,疑 問文が肯定,否 定 いずれの答 え をよ り多 く予 想

す るか とい うこ とで,そ れ ぞれ 「肯定 の片寄 り」(positivebias),「 否 定 の

片寄 り」(negativebias)を 持 つ と言われ る。肯 定疑問文 は普 通,中 立 的か

否定的 な片寄 りを持 つのに対 して,否 定疑 聞文 は肯定 的片寄 りを もつ 。片

寄 りに関 してこの ような違 いが生 じるの は次の よ うな理 由に よるのではな

いか と思 われる。例 えば次 の例 にお いて,

(23) a. Are you going to Bill's party? 

    b. Aren't you going to Bill's party?

(23a)はYouaregoingtoBill'spartyと い う命題 が真か否か を問 うてい

るわけで あるが,こ の疑 問の背後に はMaybeyouarenot(goingtoBill's

party)と い う気持 ちが ある。同様に 、(23b)の 疑 問9背 後にはMaybeyou

are(goingtoBill'sparty)と い う気持 ちが ある。'さ もなければ疑問 を発す

るこ とはないか らであ る。肯定疑 問文 の持つ否 定的 片寄 り,否 定疑 問文 の

持つ肯定 的片寄 りは,そ れ ぞれ上述 のMaybeyouarenotな い しは,

Maybeyouareと い う気持 ちに対応 した もの であ る。抽象的 にい うと,

否 定疑問文 を発す る動 機 は 「pが 真 である とい う話 者の前前か らの信 念 と,

mが 真 であ ることを示唆 す るよ うな現 況証拠 との間に摩擦 があ り,話 耋

は ～pを 疑 問視 し,意 外だ と思 って否定 疑問文 を発す る」 と説明で きる し,

肯定疑問文を発する動機も同じように 「～pが 真であるという話者の前前

か らの信念(こ の場合 は無意識かもしれない)と,pが 真であることを示

唆す るような現況証拠 との間に摩擦があり,話 者はpを 疑問視 し,意 外だ

と思って肯定疑問文を発す る」 と説明される。 この心理的な過程は,英 語,

日本語 ともに共通の ものではないか と思われる。

さて,こ こで説明したいのは先に(2)と して挙げた次の例文 である。便

宜上繰 り返す。
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(24)　 a.Have　 you　already　 seen　him?　 (も う彼に会 ったのですか)

(=2)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Quirk　 et　al.1972)

　　　 b.Have　 you　 seen　him　 yet?(も う彼に会 いま したか)(ibid.)

こ こ に示 した 日本語は,Quirketal.(1972)の 日本語訳 『現代 英語文 法

大学編 』(池 上嘉 彦訳)を 採 用 させ て もらった。共 に肯 定疑問文 であ るが,

(24a)で はalreadyが,(24b)で はyetが 用 いられ,対 応 す る 日本語 は どち

ら もrも う」であ る。これ は どうい うこ となのだ ろ うか。Quirketal.(1985)

で は,疑 問文 におけ るalreadyとyetの 差 は,alreadyが 肯 定の答 え を期

待す るのに対 し,yetの 答 えは否定か肯 定の どちらで も可能 であ る とい う

点 である・ としてい るが・ これは本質的 な回答には なっていない。(24)の

意 味は,(25)の 様 に表 され るだろ う。

(25)

日本語 はこれだ

(S)¶

～S

(～S)← 予 想'

[S]㌻ 現iR的 証 拠

(A)

(B)

けを言語化する 一一一一トー一一一一一→ 一一一一一

tito

(A):Youhaven'tseenhimyet.

(B):Youhavealreadyseenhim.

肯 定 疑問文:否 定(中 立)の 片寄 り

already:肯 定 の片寄 り

yet:否 定 の片寄 り

→不一致 の場合:対 極表現 の優位

(24a)は 次 の様な こ とを表 して い る。「貴方は いつか彼 に会 うだ ろ うと思 っ

ていたが,現 在(to)ま で には まだ会 っていない と思 ってた(A)。 聞 くとこ

ろに よると(現 況 的証 拠)も う会 った とか(B)→ 『もう彼に会 ったんです っ

て?』((B)を 信 じてい る)」(A)は 予 想(信 念),(B)は 現 況的証拠 に よっ

て示唆 され る状況 であ る。先 ほ どの肯定 疑問文の心理過程 の説明 に従 う と,

(A)と(B)の 間 に摩擦 があ り,話 者は(B)を 疑 問視 し,意 外 だ と思って(B)
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につ いての肯定疑 問文 を発す る。 これ は否 定の(中 立 の)片 寄 りを持 つが

対極表現 のalreadyが 肯 定 の片寄 りを もち,こ の ように一致 しない場合 は

対極表現 が優先 され るため(24a)は 肯 定疑 問文 なのだが肯定 の片寄 りを持

つ こ とにな る。つ ま り肯定の答 え を予想 してい るとい うこ とは ,話 者 は ど

ちらか とい うと(B)を 信 じてい る ととい うこ と途already‐ 語 あ るため に

聴 者 に伝 わ るわけ であ る。

それ に対 して く24b)は 「貴方 はいつか彼 に会 うだろ う と思 ってい たが,

現 在(t。)ま でには会 っていない と思 ってい る(A)。 しか し,も う会 った と

い う噂(現 況的証拠)も 耳に したのだが(B) _→ 『もう彼にあ ったの?』

((A)を 信 じてい る)と い うこ とに なる。先 ほ どの肯定 疑問文の心理過程

の説明に従 うと,(A)と(B)の 間 に摩 擦が あ り,話 者は(B)を 疑 問視 し,

意 外だ と思 って(B)に つ いての肯定疑 問文 を発す る。.こ れは否定 の(中 立

の)片 寄 りを持 ち,対 極 表現 のyetも 否 定の片寄 りを持?た め(24b)は 問

題 な く否定 の片寄 りを持つ こ とに なる。つ ま り否定 の答 え を予想 してい る

とい っこ とは,話 者は どち らか とい うと(A)を 信 じている とい うこ とが,

yet一 語 あるため に聴者 に伝 わ るわ けであ る。

(24a,b)に 対 応す る 日本語が どち らも 「もう」 であ るのは,(25>に 示 され

てい るように,日 本語 は実 際の認識あ るいはそれに類す る もの(こ の場合

どち らも{tiの ～S→toの[S]})を 言 語化 し,そ の含意 は言語化 しないた

め であ ると説明 で きる。 日本語 は(24a)と(24b)の 違 い を 「まだ」,「 もう」

で表現で きないの である。,

最 後に否定疑 問文 を見てお くこ とにす る。次の例 にお いて,儀

(26)a.Haven'tyouseenhimalready?(Quirketal.1972)

(ま だ 彼 に 会 っ て い な い の で す か)

b.Haven'tyouseenhimyet?(ibid.)

(ま だ 彼 に 会 っ て い な い の で す か)

(26)は 次 の様 に表示 で きる。



28yetに つ いての一考察

(A):Youhavealreadyseenhim.

(B):Youhaven'tseenhimyet.

否 定 疑 問文 肯定の片寄 り

already肯 定 の片寄 り

yet否 定 の片寄 り

→不 一致 の場合:対 極表現 の優位
、

(26a)で は,'「 貴 方 は もう彼 にあってい るだ ろ うと思 っていた(A)の に,聞

くとこ ろに よる ど(現 況 的証 拠)ま だ会 っていな い とか(B)→ 『まだ会 っ

ていないの です か?(も う会 ったん で しょう?)』((A)を 信 じて いる)」 と

い うこ とに なる。先の否定 疑問文の心理過程 の説 明に従 う と,(A)と(B)

の 間 に摩擦 があ り,話 者 は(B)を 疑 問視 し,意 外 だ と思 って(B)に っ いて

の疑問文(否 定 疑問文 にな る)を 発す る。これは肯定 の片寄 りをもち,対

極 表現のalreadyの 肯 定の片寄 りと一致 し(26a)は 肯 定の 片寄 りを持つ こ

とにな る。つ ま り肯定 の答 えを予想 してい る とい うこ どは,話 者は どち ら

か とい うと(A)を 信 じてい るというこ とを示 して い る。

(26b)で も同様 で あるが,否 定疑問文 の肯 定の片寄 りがyetの 否 定 の片寄

りと一致 しない。不一致 の場合 は対極 表現の ほ うが優 先 され るため,結 局

(26b)は 否 定 の片 寄 りを持つ こ とになる。つ ま り否 定の答 え を予 想 してい

る とい うこ とは,話 者は どち らか とい う と(B)を 信 じて い るとい うこ とを

示 している。

(26a,b)に 対 応す る 日本語 が どち らも 「まだ」 であ るのは,(27)に 示 さ

れ てい るよ うに,日 本語 は実 際の認識あ るいはそれ に類す るもの(こ の場

合 どち らも{tiの ～S→toの[-S]})を 言 語化 し,そ の含 意は言語化 しな い

(27)　　　　　　　　　

(S)　　　　　　　 (S)← 予馨

　　　　　　　　 一S　 　　　　　　 [-S]← 現況的証拠　 日本語はこれだ

　 けを言語化する一一 一一一一→一一一一一一

　　　　　　　　　 ti　　　　　　　　　　 to

(A)

(B)
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た め で ある と説明 できる。 日本語 は(26a)と(26b)の 違 い を 「まだ」,「 も

う」で表現 できないの である。・

(24)「 も う彼 に会 ったの です か」 と(26)「 ま だ彼に会 っていな いのです

か」が,そ れ ぞれのa,bの 英 文 の意味にお いて曖 昧 であ るとい うこ とは,

こ の節 の前 半 で述べ た ように 日本 語が 「予想」 の有 る無 しの区別 を しない

とい うこ とか ら説 明され うる といえ るだ ろ う。

4.結 論

この小論 では,yetに 焦 点 を当て,そ の 出現 を包括 的に扱 うには,こ れ

.ら自体 の語 の意 味(慣 習 的含 意) ,を考 えないでは説 明がつか ないこ と,日

本 語の 「まだ」 と 「も う」がyetとalready,さ ら にstil1とanymoreと

どの よ うな関係 にな るか とい うこ とを見 た。「のむ」がdrinkに 意 味的に

きれ いに重 なるわけで はないの と同様 「まだ」,「 もう」のalready,yet

やstill,anymoreと の ずれが示せ た と思 う。
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